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Inthisreport，theutilizationofwaterwheelsandｔｕｒｂｉｎｅｓｉｎｔｈｅｓｏｕｔｈｅｎｐａｒｔｏｆｔｈｅＳatsuma

Peninsulafromthepasttothｅｐｒｅｓｅｎｔｔｉｍｅｉｓｄｅｓｃｒｉｂｅｄｉｎｆｕｌｌａndconsidered，especially，withre-

specttothehistoricalandhumangeographicalcausesineacharea・

Ｉｔｉｓｃｌｅａｒｆｒｏｍｔｈｉｓｒｅｓｅａｒｃｈｔｈａｔｉｎｔｈisdistrict，therearenineteenlocationsforrice-polishing

ormilling,tenforlumbering,sixforpumping,sixforthegenerationofelectricity，fourforproducing

incensesticks，threeforproducingcamphor，twoforproducingsweetpotatostarch，ａｎｄｓｏｏｎ・Ｔｈｅ

ｎumberoftotallocationsisfiftyｔｗｏ・OnePeltonwheel，onemid-streamironwheel，andtwomid-

streamwoodenwheelsnowexist．

１．まえがき

前報')～5)に引続き，本報告では大隅半島南部地域

の水車利用実績に関する詳細なデータの記録を目的と

する｡そして,水車の利用形態や傾向と各地域の歴史・

地理的要因との関係について個別に検討し，水車利用

の実態をできるだけ詳しく把握し，将来における地域

再開発の展望にも参考になるような資料とすることを

意図する。

２．大隅半島南部地域の水車利用実績

大隅半島南部の９町についての調査結果を，各町単

位で表および図にまとめて示す。表中の番号は図中の

番号と対応している｡図中の●印は水車の設置位置を，

表はその詳細を表している。ただし，肝属郡東串良町

は，調査の結果，過去に水車の利用実績がなかったの

で，除外してある。

（１）肝属郡串良町（表１，図１）

串良町は，鹿屋市から志布志湾に向けて広がる笠野

原台地中央にある。町の北部を南東に横切り東端を南

に流下する串良川と，南端を東に流れる肝属川，およ

びそれらの支流がわずかに流れる程度である。当町に

は，文政年間（1818～1841年）に掘られたとみられる

深さ約64ｍ，表面の直径約90cmの土持堀の深井戸（鹿

児島県指定史跡）がある。これからも，串良町は古く

から水不足に苦しんでいたことがわかる。

表１と図ｌに示すように，串良町には揚水用水車が

４ケ所もあり，２台は現在も稼動している。そして甘

藷の澱粉製造用水車も２ケ所あった。いずれも台地を

深く浸食した川の近くである。

（２）肝属郡高山町（表２，図２）

高山町は串良町の南に接し，内之浦町との境は分水

嶺になっている。ここでは，精米兼用も含めてたぶ線

香用水車が５ケ所，精米用が３ケ所あった。南側が大

きな山に囲まれ，たぶの木が豊富にあったと思われる

が線香製造用の水車が多くあったことが注目される。

（３）肝属郡内之浦町（表３，図３）

内之浦町は海岸線に沿って北東から南西方向に長い

地形をしている。西側の町境は分水嶺である。河川は

すべて海岸まで一気に流れているが，水量は豊富らし
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<，１２ケ所で水車が使用されていた。その用途は，精

米兼用も含めて発電用が５ケ所，精米用が５ケ所，製

縄１ケ所，製材１ケ所である。発電用水車の多いのが

目立ち，とくに表３の１は発電事業として行われたも

のである。

（４）肝属郡吾平町（表４，図４）

吾平町は高山町の西に接し，南は山間部で北は平地

となり，肝属川の支流姶良川・苫野川が流れている。

水車の使用実績は６ケ所で，製材兼用２ケ所を含めて

すべて精米用であった。

（５）肝属郡大根占町（表５，図４）

錦江湾に面し鹿屋市の南，吾平町の西に隣接する大

根占町は河川の少ない地区で，神ノ川以外に目立った

川がない。そのため，精米用水車が１ケ所あっただけ
である。

（６）肝属郡根占町（表６，図５）

錦江湾に面し大根占町の南に位置する根占町は，南

が山間部で河川もほとんどなく，北側には港に流れ込

、、
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む川がひとつある。水車も４ケ所で使用されたが，昭

和10年代頃までにすべて使われなくなった。

（７）肝属郡田代町（表７，図５）

田代町は根占町の東にあり，北の大根占町，東の内

之浦町,南の佐多町とは分水嶺によって画されている。

分水嶺に三方を囲まれているため河川がよく発達して

おり，かつて６ケ所で水車が使用され，鉄製揚水水車

１台が現在も稼動している。水車の用途は，樟脳製造

用が３ケ所,揚水用が２ケ所，製材が１ケ所であった。

（８）肝属郡佐多町（表８，図６）

佐多町は大隅半島南端にあり，北側の町境は分水嶺

で，三方が海の山深い地形である。河川はあまり発達

していないが水量は比較的豊富らしく，１１ケ所で水車

が使用された。かつて精米用が３ケ所，精米・製材用

が１ケ所，製材用が３ケ所，製材・発電が１ケ所，発

電が１ケ所，掲鉱が１ケ所の使用実績があり，そして

ペルトン水車でポンプを駆動し海水の揚水を行ってい

るところが１ケ所あり，現在でも稼動している。
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図ｌ串良町の水車利用分布
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表ｌ肝属郡串良町における水車利用実績
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備 考

１ 上小原中山上 流し掛け ？
● 木 揚水 ？

● 上 床 某

２ 上小原中山下 流し掛け ？
● 木 揚水 昭和１０年頃～現在 本村国彦 稼動

３ 上小原中山下 流し掛け ？
｡ 木 揚水 昭和１０年頃～現在 上別府某 稼動

４ 上小原中山下 流し掛け ？
● 木 揚水 ？

● 上 仮 屋 勇 吉

５ 上小原中山下 在来型 ？
● 木 澱粉 ？

◆ 岡留半兵衛→上別府某

６ 有里中郷 在来型 ？
● 木 澱粉 大正年間～昭和20年代 木山嘉七
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図３ 内之浦町の水車利用分布
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 波見平後園 上 掛 け 約４／ 木 精米・骨粉 ？
● 大久保利定

２ａ 波見荒瀬 前 掛 け 7／１ 木 たぶ線香 昭和１１年～51年頃 北村一

２ｂ 〃 上掛け 3.6／１ 木 たぶ線香 昭和１１年～53年 〃

３ 波見有明（仮屋） 在 来 型 ワ
巳 木 精米 ？

● 飯ケ谷某

４ 本城上仁田橋 上掛け 総４／ 木 たぶ線香 ~昭和35年頃 安 倍 久 人

５ 本城中平石 上 掛 け ？
● 木 たぶ線香 ~昭和28年頃 安倍某

６ 本城中新村 上掛け ？
● 木 精米・製粉・押麦 昭和27年頃 渡口義則

７ 後田岩屋 タービン ？
● 鉄 精米・たぶ線香 ~昭和27年頃 安 達 ハ ナ エ
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２
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〃
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表５肝属郡大根占町における水車利用実績

番号 水車設置場所

１ 馬場半ケ石

水車形式

在来型

直径／幅（、）

？
●

表６肝属郡根占町における水車利用実績

材質

木？

木？

木

木

木

木

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、）

１ 川北古殿

２ 山本尾之上

３ 横別府大久保

４ 辺田別府竹野

前掛け
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約４／

？
●
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材質

？
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木

木

木

〃

木？
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木

木
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木？

木？

木？

用途

発電

精米

製縄

骨粉

製材

精米

精米

精米

製材

精米→発電

発電

精米・発電

精米・発電

用途

精 米

精米

精米・製粉・製材

精米・製材

精米

精米・製粉

材質 用途

木

材質

木

木？

木？

木？

精米

用途

精米

精米

？
●

精米

使用期間

昭和初期～23年頃

～昭和初期
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~昭和１０年頃
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●
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●
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 麓山下 下掛け 約４／ 木 製材 昭和初期頃 湯谷義雄 チップ製造

２ 麓山下 流し掛け ？
● 木 揚水 ？

●

？
●

３ 麓中村 下掛け 約４／ 木 樟脳 昭和初期頃 ？
●

４ 麓新田 下掛け 約４／ 木 樟脳 昭和初期頃 ？
●

５ 川原柴立 下掛け 約４／ 木 樟脳 昭和初期頃 ？
●

６ 川原上原 流し掛け 3.5／ 鉄 揚水 ~現在 浜畑医院 稼動
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図６佐多町の水車利用分布

大口

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１－１ 伊座敷垂水 前掛け 約２／ 木 精米・製材 ~大正８年頃 西川喜三郎･佐太郎 2連，場所移転

１－２ 〃 〃 ？
● 木 製材（漢方薬） 大正８年頃～昭和初期 西川佐太郎

２ 伊座敷川田代 在 来 型 ？
● 木 掲鉱 明治14年頃 安藤某 佐多町誌

３ 郡東山崎 上 掛 け 約５／ 木 精米・製材 大正７年頃～15年頃 山下虎吉 ４に移転

４ 大中尾川北 上 掛 け 約２／ 木 精米 昭和初期～1年程 〃

５ 辺塚村山 上 掛 け 6／1.5 木 製材 大正７年頃～15年頃 山下某

６ 辺塚萩平 ペルトン (５kW） 鉄 発電 昭和29年～40年 農 協

７ 辺塚中郷 上掛け 約４／１．５ 木 精米 昭和８年～ 湊 原 嘉 次 郎

８－１ 辺 塚 中 郷 フランシス (約20ＨＰ） 鉄 製 材 昭和１０年～１３年頃 湊 原 嘉 次 郎

８－２ 〃 〃 〃 〃 製材・発電（夜間） 昭和13年～28年頃 〃

９ 辺塚中郷 上掛け 6／1.5 木 製 材 大正10年頃～15年頃 江原某

1０ 辺塚中村 上掛け 約４／1.5 木 精米 ～昭和１０年代 山下某

1１－１ 辺塚打詰 ペルトン ？
● 鉄 ポンプの駆動 ～昭和61年12月 大竹野某 所有者変更

11-2 〃 〃 〃 〃 〃 昭和61年12月～現在 松本純 稼動



門・松村：鹿児島県の水車利用に関する研究第６報大隅半島南部地域について５９

3．あとがき

鹿児島県内を分割した７地域のうち，大隅半島南部

地域（９町）の水車利用実績について用途別に集計し

てみると，精米・製粉等の水車が19ケ所，線香用４ケ

所，製材用７ケ所，澱粉用２ケ所，樟脳用３ケ所，製

材・精米用３ケ所，揚水用６ケ所（現存４台)，発電

用６ケ所，その他２ケ所,総数52ケ所(現存４台）あっ

た。とくに，現存４台すべてが揚水用水車であり，大

隅半島地域の大きな傾向であるα

この記録はもちろん完全なものではなく，調査漏れ

のものも少なくないと思われる。今後も，各市町の古

老や郷士史家の協力を願って，さらに充実したものに

まとめていきたいと思っている。
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